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研究成果の概要（和文）：2020年度に本研究課題で開発した予測モデルを、他のデータベースを用いて精度を検
証し、予測モデルの外的妥当性が確認できた。また、開発した予後予測モデルを、どのような方法で医師、患者
に伝えると良いか、ということをがん患者、遺族を対象として探索した結果、約６０％の患者が、インターネッ
ト上で予後予測を知りたいという希望があることが分かった。なお、予後予測モデルの精度や個人情報の保護に
関する懸念があることも明らかになった。また、この研究で、生命予後だけでなく機能予後を知りたいと考えて
いる患者、家族が一定数いることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The prediction model developed in this research project in FY2020 was tested
 for accuracy using other databases, and the external validity of the prediction model was 
confirmed. In addition, we searched for ways in which the developed prognostic model could be 
communicated to physicians and patients, targeting cancer patients and their bereaved families, and 
found that approximately 60% of patients would like to know their prognosis on the Internet. The 
study also revealed that there are concerns regarding the accuracy of prognostic models and the 
protection of personal information. The study also revealed that a certain number of patients and 
their families want to know not only the prognosis of life but also the prognosis of function.

研究分野： 緩和医療学

キーワード： 予後予測

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
血液検査データのみを用いて、進行がん患者の生命予後を高い精度で予測する指標を開発できることが分かっ
た。また、約６０％のがん患者が、インターネット上で予後予測を知りたいという希望がある一方で、予測モデ
ルの精度や個人情報保護に関する懸念があることも明らかになった。そして、生命予後だけでなく機能予後を知
りたいと考えている患者、家族が一定数いることが明らかになった。本研究成果から、がん患者の生命予後を客
観的なデータから予測することは可能であるが、予測モデルの精度や個人情報保護については、今後の検討が必
要であることが示唆された。また、生命予後だけでなく機能予後予測モデル開発の必要性も明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
アドバンス・ケア・プランニング（自らが望む人生の最終段階の医療・ケアについて医師や家族
と話し合うこと：ACP）が行われると、患者の意向を尊重した医療・ケアが提供され、患者・家
族の QOL が向上する。近年の研究から、ACP は適切なタイミングで実施することが重要とさ
れているが、医師にとっては、いつから人生の最終段階が始まるのか判断が難しく、ACP を開
始するタイミングが分からない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、進行がん患者に対して ACP を開始する適切なタイミングが判断できる予後予測指標
の開発と効果の検証を行う。本研究の研究課題は以下の 3 つである。  
①血液検査データのみを用いて、進行がん患者の生命予後 30 日・60 日・90 日を高い精度で予
測する指標を開発・検証する。 
（すでに研究代表者らが実施可能である Fractional polynomial model という方法を用いる） 
②実際に、開発された指標で予測された個々の患者の生存確率が自動的に電子カルテに表示さ
れるシステムを用いた場合の、臨床的な効果（例：ACP 実施率）を検証する。 
③同じ手法を用いて心不全患者において、客観的に予後が予測できる指標を開発する。 
 
３．研究の方法 
①進行がん患者における客観的な予後予測指標の開発と精度の評価 
●対象と方法 複数のデータベースに登録された 2万人の進行がん患者から、特定の癌腫・治療
レジメンの患者群を抽出し、血液検査データのみを用いて生命予後 30日、60日、90 日の予測指
標を開発する。 
②予測される生命予後を自動的に電子カルテに表示した場合の臨床的な効果に関する検証 
 本研究は、上記①で開発された客観的な予後予測指標を用いた介入研究である。 
●研究デザイン クラスターランダム化比較試験を用いる。 
●対象 上記①で最も精度が高かった癌腫・治療レジメンの患者 800 人を対象とする。対象症例
数は、研究代表者らが予備的に行った ACP の介入試験を参考に、ACP の実施率における差が 10％
（70％ vs. 80％）と仮定し、α=0.05、検出力=0.8 とすると、各群 300 名が必要と考え、脱落
を 25％見込んで各群 400 名とした。 
●介入 介入医師群では、本研究で開発された予後予測指標を用いて、医師が診察を行うときに
電子カルテ上に 30 日、60日、90日の生存確率が自動的に表示される。対照医師群では 
電子カルテ上に生存確率が表示されない。 
●評価項目 主要評価項目は死亡 1か月前までの ACP 実施率である。副次的な評価項目は、ACP
実施から死亡までの日数、在宅看取り率、死亡前 2週間以内の入院、化学療法の有無、心肺蘇生
の有無、ホスピスの利用・利用期間などである。 
●解析 ACP 実施率などのアウトカムの群間差を多重比較検定（Bonferroni 法）する。 
 
③心不全患者における客観的予後予測指標の精度の検証 
 本研究は、上記①で予後予測指標の開発に成功した解析手法を用いた観察研究である。 
●対象と方法 研究協力施設に入院した心不全患者 500 人を対象とした多施設コホート研究 
●指標の開発 本研究①で使用した方法を用いて、心不全患者の予後 30 日、60日、90日の 
客観的な予後予測指標を開発する。 
●精度の比較 開発された指標の精度と対象患者におけるシアトル心不全モデルの精度を 
比較検証する。比較検証は、研究代表者らが進行がん患者の予後予測指標の精度比較を行った際
に用いた Delong’s method を用いる。（Hamano J, et al. Palliat Med 2016 ） 
 
４．研究成果 
①血液検査データのみを用いて、進行がん患者の生命予後 30日・60 日・90日を高い精度で予測
する指標を開発・検証するという研究課題について、約 2000 人の進行がん患者のデータを入手
し、適切な解析方法について検討した。その結果、研究代表者らが用いた経験のある Fractional 
polynomial model が適切であるという結論に至った。 
そして、2020 年度に本研究課題で開発した予測モデルを、他のデータベースを用いて精度を検
証し、予測モデルの外的妥当性が確認できた。 
また、開発した予後予測モデルを、どのような方法で医師、患者に伝えると良いか、ということ
をがん患者、遺族を対象として探索した結果、約６０％の患者が、インターネット上で予後予測
を知りたいという希望があることが分かった。（表１、２） 
なお、予後予測モデルの精度や個人情報の保護に関する懸念があることも明らかになった。また、
この研究で、生命予後だけでなく機能予後を知りたいと考えている患者、家族が一定数いること
が明らかになった。これらの結果から、本研究課題を応用・発展させる目的で、研究計画最終年
度前年度応募を行い、2022 年度より新たな研究課題「アドバンス・ケア・プランニングを始め
る時期が客観的にわかる方法の開発と効果の検証」を開始している。 



表１ がん患者が知っておきたいと考えている予後情報 

 
 
表２ がん患者が知っておきたい予後情報に関連する要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n=132 % n=132 % n=132 % n=132 % n=132 %
とてもそう思う 15 11.4 25 18.9 18 13.6 25 18.9 25 18.9
そう思う 20 15.2 31 23.5 29 22.0 32 24.2 37 28.0
どちらかというとそう思う 41 31.1 37 28.0 37 28.0 29 22.0 27 20.5
どちらかというとそう思わない 27 20.5 18 13.6 23 17.4 24 18.2 24 18.2
そう思わない 24 18.2 15 11.4 19 14.4 13 9.8 10 7.6
全くそう思わない 5 3.8 6 4.5 6 4.5 9 6.8 9 6.8

生命予後 運動予後 思考予後 食事予後 会話予後

相関 p 相関 p 相関 p 相関 p 相関 p
女性 -0.008 0.927 -0.018 0.841 0.027 0.758 -0.002 0.981 0.014 0.871

65歳以上 -0.120 0.170 -0.153 0.079 -0.142 0.103 -0.107 0.222 -0.121 0.165
転移がある 0.145 0.098 0.041 0.640 0.011 0.904 -0.052 0.550 0.047 0.596

がんと診断されて2年以内 0.061 0.484 0.106 0.228 0.166 0.058 0.144 0.100 0.113 0.199
抗がん剤治療中、もしくは終了後 0.049 0.580 0.011 0.902 0.078 0.372 0.000 1.000 -0.021 0.807

既婚 0.130 0.136 0.078 0.375 0.001 0.987 0.050 0.569 0.056 0.524
家族と同居 0.105 0.230 0.087 0.323 0.022 0.799 0.054 0.538 0.129 0.141

高校卒業以上 0.031 0.724 0.024 0.787 0.077 0.383 0.033 0.705 0.047 0.596
身近な方をがんで亡くした経験がある 0.344 <0.001 0.210 0.016 0.165 0.059 0.103 0.240 0.180 0.038

生命予後 運動予後 思考予後 食事予後 会話予後
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